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──『ロンドン・デイリー・ニュース』紙を中心に──
久　田　由佳子
　1861年11月８日、英国郵便蒸気船「トレント」号は、キューバを出港し、
イギリスのサウサンプトン港への中継地で当時のデンマーク領セント・
トーマス島に向かっていた。しかし同船は、公海上でチャールズ・ウィル
クス率いるアメリカ合衆国海軍艦船「サンジャシント」号によって停止さ
せられ、武装した兵士によって乗客の一部が拘束された。その乗客とは、
アメリカ南部連合の外交官ジェイムズ・メイスンとジョン・スライデル、
彼らの２人の秘書の計４名であった。彼らの拘束後、トレント号は目的地
に向かうことを許されたが、中立国領に位置する港を結ぶ中立国イギリス
の船が、公海上で合衆国海軍によって停止させられた上に、その乗客が拘
束された事件は、それまで南北戦争を傍観していたイギリス人の怒りを買
い、イギリスが合衆国に対して宣戦しかねない状況にまで陥った。いわゆ
る「トレント号事件」である。合衆国海軍に拘束されたジェイムズ・メイ
スンとジョン・スライデルは、ボストン港沖のジョージズ島にあるウォー
レン要塞に収監されたが、後に解放されてイギリス及びヨーロッパ各国で
南部連合の独立承認を求めて活動した1）。
　本稿は、『ロンドン・デイリー・ニュース』紙における、トレント号事
件に関する論調を明らかにするものである。『デイリー・ニュース』紙は、
1846年にチャールズ・ディケンズによって創刊されたが、ディケンズ自
身はわずか20日足らずで同紙の編集から身を引いた。本稿で同紙に着目
する理由は、編集から身を引いた後も寄稿を続けたディケンズが、1840
年代にアメリカ旅行の経験を有しており、他にも1830年代にアメリカを
旅行したハリエット・マーティノーなど、アメリカの事情に詳しい人間が
寄稿していたこと、一般にリベラルで、南北戦争中も合衆国支持の論調で
あったとされる点が挙げられる2）。本稿は、南北戦争へのイギリス参戦が
現実味を帯びていたときに、同紙が合衆国支持の論調を打ち出すことは可
能だったのか、具体的に同紙がどのような報道をおこない、どのような読
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者の投書を掲載したのかを明らかにする。
　ディケンズの伝記作家エドガー・ジョンソンは、ディケンズが南北戦争
中に南北いずれの側に対しても共感していなかったとするものの、英文学
者のジョン・O・ウォーラーは、1960年に発表した論文で、当初は北部（合
衆国）支持であったディケンズが、のちに南部連合支持に動いたこと、し
かもその変化が、1861年11月から12月の間に起こったことを明らかにし
ている。この変化について、ウォーラーは、ディケンズの著作や手紙から
彼の立場の変化の原因を探ろうとするものの、同事件についてはまったく
触れていない3）。しかし、この間に起こったのがトレント号事件であるこ
とを考えれば、この事件が彼の立場の変化に大きな影響を与えたであろう
ことは疑いない。他方、アメリカの奴隷制廃止論者からすれば、すでに自
国の植民地における奴隷制を廃止したイギリスが、なぜ南部連合を援助す
るかに見えたのか、理解できずにいた。1830年代に反奴隷制請願運動の
立役者だったジョン・クインジー・アダムズの孫で、南北戦争当時の駐英
公使チャールズ・フランシス・アダムズの息子チャールズ・フランシス・
アダムズ・ジュニアも、その一人である4）。そこで、このトレント号事件
について、元来、社会改良の志向が強く、連邦（合衆国）支持と見なされ
た新聞の論調を明らかにすることは、反奴隷制も含めた、イギリスの社会
改良論者の立場を理解する上でも有効だと思われる。
　なお、トレント号事件そのものについては、事件直後から国際法の観点
で論争の的となり、多くのパンフレット類が出版された。対イギリス外交
や国際法などの観点からの研究も多い5）が、それらについては別の機会に
論じることとして、今回は、もっぱら『デイリー・ニュース』紙の記事を
中心に事件を再構成する。
＊＊＊＊＊＊
　トレント号事件の第一報がイギリスに伝わったのは、1861年11月27日
のことであった。アメリカでは当事件は The Trent Affairと呼ばれる一方、
イギリスでは The Trent Outrageと呼ばれていることからもわかるように、
これはアメリカ合衆国海軍による、中立国イギリスに対する不法行為であ
り、イギリス人に対する侮辱であり、憤慨すべき事件として受け止められ
た6）。11月28日（木曜日）付の『デイリー・ニュース』紙は、前日の夕刊
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紙での速報に補足して、次のような書き出しで同事件を伝えた。
 サウサンプトン　水曜日
　　　英国郵便蒸気船「ラプラタ」号が、西インドから本港に到着した。［訳
注：以下のニュースは、このラプラタ号によってもたらされた。］
　　　英国郵便蒸気船「トレント」号は、メキシコやハバナ、ジャマイカ
の郵便物を積み、セント・トーマス島へ向かう途中、合衆国戦艦「サ
ンジャシント」号に遭遇した。サンジャシント号は、トレント号に発
砲し、警告を発した。サンジャシント号の艦長は、トレント号を指揮
するモイア船長に対し、書類を持ってサンジャシント号に乗り込むよ
う命じたが、拒否された。そこでサンジャシント号の艦長はトレント
号に乗り込み、乗船者名簿を提示するよう求めたが、これも拒否され
た。サンジャシント号の艦長は、「ことを荒立てるのは得策ではありま
せん。我々は、あなた方の船に我々が探している人物が乗船している
という証拠を握っています。あなた方は彼らを我々に引き渡さねばな
りません」と述べたが、モイア船長はこれも拒否した。この合衆国の
指揮官はサンジャシント号に向かって手を振り、それを受けて武装し
た男たちが数艘の手こぎボートでトレント号に向かってきた。彼らは、
スライデルとメイソンの両氏とその秘書のユースタス氏ともう一人の
秘書をトレント号から下船させ、戦争捕虜としてサンジャシント号に
乗船させた。一連の行為は、モイア船長とトレント号に乗船していた
ウィリアムズ英国海軍中佐の抵抗にもかかわらず遂行された。（中略）
　　　トレント号に乗り込んだアメリカ人たちは非常に暴力的だったと言
われているが、それを確証するものはまだない。一説によると、スラ
イデル氏はスライデル夫人と船室で私文書の整理などしている間に、
サンジャシント号の中尉が船室のドアを無理矢理開けようとし、スラ
イデル嬢は父親の邪魔をさせまいと、ドアの前に立って彼の侵入を阻
止しようとしたという。フェアファックス中尉は彼女を押しのけよう
として、逆に顔を平手打ちにされたので、海兵隊員に対して彼女に銃
剣を突きつけるよう命じ、この命令はすぐさま実行された。もしウィ
リアムズ中佐が海兵隊員を殴って、その銃剣を地面に落とし、この若
きレディを守らなかったならば、疑いなくスライデル嬢に深刻な影響
を及ぼしたであろう7）。
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他方で、同じ紙面には、「公
フェ ア プ レ イ
明正大」というペンネームの手になる、次の
ような寄稿文が掲載された。
　　編集者殿
　　　今日［11月27日］の夕刊で報道された、トレント号に乗船してい
たアメリカ人の拘束に関する記事について、一言発言したく筆を執り
ました。
　　　はじめに、トレント号の船長は、これら４人の乗客がハバナで乗船
した時、あるいはそれ以前に何者であるかを知っていたのか、あるい
は知らなかったのか、お尋ねしたいと思います。もし彼らがどこから
来て、何をしに行くのかを船長が認識した上で乗船させたとすれば、
彼の行為は、女王陛下の中立宣言に対する明白な違反であります。（中
略）私は、英国商船に［合衆国海軍が］乗り込んだことが［イギリス
人の］怒りを巻き起こす行為であることを十分に理解していますが、
我々が時に潔癖すぎず、内戦を刺激しないよう考慮することも我々の
責務であることを我が同胞に覚えておいて欲しいと思います。という
のも、我々は、イギリスの港からアメリカへ出港する船が戦時禁制品
をたくさん積んでいることを許しており、実際に、英国旗を掲げた船
がバミューダ経由で［南部の］綿花を積んで帰港したことも知ってい
るからです。8）
投書は、トレント号の船長が、郵便輸送という本来の職務を逸脱し、外交
問題に足を踏み入れたことへの批判で締めくくられている。投稿者は、イ
ギリスが貿易を通じて南部と強く結びついている点を示唆することによっ
て、南北戦争に対する中立の立場を貫いているとは言いがたい状況である
ことを明示し、ゆえに合衆国海軍の行為に対しても理解を示していた9）。
　「公
フェア プ レ イ
明正大」氏の投書は、12月４日付の同紙にも掲載された。ここでは、
イギリスからのアメリカ独立と南部の連邦離脱を対比させつつも、南部諸
州が合衆国を40年以上にわたって支配してきたこと、すなわち近年の歴
史家が「奴隷主国家」と呼ぶ、歴代の大統領も最高裁判事も奴隷所有者に
よって占められている社会構造が、1860年の大統領選挙によって崩壊し
たことに対する南部の逆襲こそが南北戦争の本質であると指摘している。
さらに、アメリカ合衆国がメイソンとスライデルを拘束したことの是非は
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保留しつつも、イギリス人が南部の外交官を歓迎し、同情を寄せることは
もちろんのこと、南部に対して過去４ヶ月間、無制限に武器と軍需品を輸
出してきたことは、英国王の中立宣言に違反する行為であると明言し
た10）。
　同じ紙面には、『ボストン・トランスクリプト』紙に掲載された、11月
16日付のジョージ・サムナーの投書が転載された。ここでは、サンジャ
シント号の指揮官であるチャールズ・ウィルクスの行為が、国際法に準拠
したものであると正当化されたが、その根拠とされたのは、独立革命期に
大陸会議がオランダに派遣した外交官を英国海軍が拘束した事件であっ
た11）。12月11日付同紙は、ボストンで開かれた、ウィルクスらサンジャ
シント号の士官を歓迎するパーティーの模様を報じる一方、エグゼター
ホールで開かれた奴隷制反対論者ニューマン・ホール牧師の講演会につい
ても報じた。ホール牧師の論調も、もしもイギリスが愛国心に駆られてア
メリカ合衆国と戦争になるようなことになれば、イギリスは常に世界の
国々と戦争をせねばならなくなる、イギリスは暴政や抑圧の側に立っては
ならないなど、イギリスが南部連合に味方して南北戦争に参戦することへ
の反対を唱えるものであった12）。同じ紙面では、またイギリス人ジェイム
ズ・スターリングのアメリカ旅行記『奴隷州からの手紙』（1857年）の一
節を再録し、アメリカ人の「イ
ア ン グ ロ フ ォ ビ ア
ギリス嫌い」が神話に過ぎないことも指摘
していた13）。
　12月14日になると、英国海軍が、当時の対米関係を考慮して、カナダ
の軍備増強を図るべく派兵を始めたことを報道する一方、平和主義団体の
談話も掲載した14）。同じ紙面では、トレント号に乗船していた英国海軍士
官ウィリアムズを囲む晩餐会の模様も伝えられた。この晩餐会は、彼が所
属するヨットクラブが主催したものである。ニューヨークの新聞は過去に
ウィリアムズについての不当な記事を書いていたため、この晩餐会では、
彼自身に弁明の機会が与えられた。サンジャシント号のフェアファックス
中尉は、威嚇発砲後にトレント号に乗り込み、モイア船長と話をしようと
したところ、ウィリアムズが非常に暴力的な態度を示したために彼を排除
せねばならなかったと語っていたが、ウィリアムズによれば、それは事実
無根であった。この記事は、アメリカの新聞に依拠しながら、サンジャシ
ント号の指揮官ウィルクスが、ワシントンからの指示を受けずに行動して
いたことも伝えていた15）。12月16日付の『デイリー・ニュース』紙は、
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合衆国海軍の行為が国際法違反ではないという、商法を専門とするマン
チェスターの大学講師の投書を掲載した16）。しかし同事件のインパクトが、
英米以外の国にもおよんでいることは、フランス外務大臣エドゥアール・
トゥヴネルが駐米フランス公使に対して、国務長官ウィリアム・スワード
との率直な意見交換をおこなうよう求めたことが、12月24日付の同紙で
報道されたことからも明らかであった17）。12月27日付の同紙には、当事
者であるサンジャシント号艦長ウィルクスがギデオン・ウェルズ合衆国海
軍長官に提出した報告書が掲載され、この中では彼の行動が国際法に準拠
した正当なものであることが再び主張された18）。
　両国間の関係の緊張が高まる中、1862年１月１日付の『デイリー・
ニュース』紙は、12月20日時点でのニューヨークのニュースとして、次
のような記事を掲載した。
　　　今月［12月］15日、「ヨーロッパ」号が［カナダの］ハリファック
スに到着すると、英国蒸気船「リナルド」号は、北米小艦隊への急報
を携え、ただちにハリファックスを出港した。
　　　ヨーロッパ号の郵便は、同月18日にニューヨークに配達された。
　　　同船がもたらした、イギリスの戦争準備体制に関するニュースは、
［同市の］民衆に大きな動揺を与えている。
　　　［イギリスをはじめとする諸外国の］情報がヨーロッパ号とジュラ
号によってもたらされて以降、メイソン氏とスライデル氏を解放する
ことに対する民衆の反発は、以前ほど強くはないように思われる。
　　　連邦政府については、この問題をめぐって戦争する気はないという
印象が一般的で、もしメイソン氏とスライデル氏を解放せよというイ
ギリス政府の要求が控えめな表現でなされるならば、彼らはその要求
に応じるであろう。
　　　ニューヨークの新聞の論調もより穏やかになっている。
　　　連邦下院議会は、外務委員会の決議に触れることなく、ウィルクス
大佐の行動に対して支持するという決議を否決している。
　　　「アフリカ」号は、首都ワシントンからの朗報を期待して、今朝ま
で港に停泊していた。女王陛下のお言葉が18日の深夜にワシントン
に届いていたからである。
　　　今朝ワシントンから届いた最新の情報によれば、［英国駐米公使］
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ライアンズ卿は、まだ連邦政府に正式な文書を届けていないという。
なおイギリス、フランス、プロイセンの公使は、最近はまだ大統領に
謁見していない。
　　　財務長官チェイスはある銀行会議の席上で、１月までには陸海軍の
決定的な行動によって、対英外交問題が平和的解決を見るであろうと
の考えを示している。19）
　1862年１月11日付『デイリー・ニュース』紙は、トレント号事件に関
する３点の公式文書について報道した。第一は、1861年11月30日付の国
務長官スワードからロンドンにいる駐英公使アダムズ宛の書簡で、ウィル
クスの行為が合衆国政府の命令によるものではなく、彼の独断によるもの
であるとして、穏便な解決を望んでいるというものである。第二は、同じ
く1861年11月30日付の英国外務大臣ラッセル伯爵から駐英公使ライアン
ズ卿宛のもので、イギリスは、このサンジャシント号の乗組員による行為
が国際法違反であることを指摘しつつも、これが合衆国政府の許可なくし
ておこなわれたものと信じているとして、和解の余地を残していた。第三
はスワードからライアンズ卿への返答で、英国政府が推測しているように
ウィルクスの行為が合衆国政府の命令に基づくものではなく、合衆国政府
の知らないところでおこなわれた行為であり、合衆国政府が中立国の船に
そのような行為をおこなうよう指示を出したことはないと再度明言するも
のであった。さらに、当時、マサチューセッツ州のウォーレン要塞に収監
されていた一行４人を近く解放することも約束していた。最後は12月27
日付でライアンズ卿からスワードに宛てたもので、アメリカの対応を評価
する内容となっていた20）。こうして、イギリスとアメリカの軍事的対立は
避けられることとなったが、同じ紙面では、イギリスのサウサンプトン港
において合衆国海軍の蒸気船「タスカローラ」号の乗組員と南部連合の蒸
気船「ナッシュヴィル」号の乗組員が対立し、一触即発の状態に陥ったこ
とも報道していた21）。
　1862年１月21日付の同紙は、１月６日時点のボストンのニュースとし
て、メイソンとスライデル、彼らの秘書の４人がウォーレン要塞から解放
され、タグボートでケープコッドのプロヴィンスタウンに向かった後、激
しい海風にさらされながら、英国コルベット艦「リナルド」号でイギリス
に向けて出航したことを報じた。もし合衆国がこの４人を戦争捕虜として
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拘束し続ければ、南北戦争が国際戦争に発展していたはずであった。しか
し合衆国がイギリスの要求をのんだことによって、戦争は回避された。北
部では市民の間に安堵感が広がる一方、南部連合諸州では失望が広がって
いる、と同紙は報じた22）。
　『デイリー・ニュース』紙は、確かにイギリスの新聞としては、合衆国
側の言い分を掲載し、国際法の解釈について、ウィルクスの行動を正当化
する議論も掲載していた。その意味では合衆国支持と見なすこともできる。
しかし、中立国としての権利の主張そのものは、イギリスの世論に同調し
ており、当時の微妙な米英関係を反映するものとなっていた。
＊＊＊＊＊＊
　イギリスへ向かったメイソンとスライデルは、その後、ヨーロッパ諸国
で南部連合の独立承認を得ようと外交を展開した。メイソンの報告書から
は、渡欧の当初は独立承認に関して手堅い感触を得ていたことが窺える。
しかし、同年の秋頃から、外交の失敗を伝える報告が続き、最終的に諸外
国から独立承認を得られぬまま、南北戦争は南部連合の敗北で終結す
る23）。南部連合の外交の失敗の背景として考えられるのは、1862年９月に
発表された奴隷解放予備宣言の存在であるが、この点については別稿に譲
りたい。
　本稿は、平成27‒29年度科学研究費補助金基盤研究 (C)「アメリカ史におけ
る大西洋史の新史料に基づく実証的研究」（研究代表者：和田光弘 名古屋大学
教授　課題番号15K02936）による研究成果の一部である。
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The Trent Affair through the Eyes of a British Newspaper:  
the London Daily News
Yukako HISADA
 On November 8th, 1861, the British mail ship Trent was intercepted by the 
USS San Jacinto on the high seas of the Caribbean, and four of her 
passengers were seized by Charles Wilkes, captain of the San Jacinto. These 
four were Confederate envoys, James Mason and John Slidel, and their 
secretaries, who were headed for Britain on a mission to seek diplomatic 
recognition for the Confederacy from European countries.  Later they were 
taken to and confined in Fort Warren on Georges Island, one of the Boston 
Harbor Islands.  
 The British government accused the United States of violating their neutral 
rights in the American Civil War.  This incident, known as the Trent Affair, 
created a diplomatic crisis between the United States and the United 
Kingdom.  News stories of the Trent Affair appeared in British newspapers 
almost every day after the first news reached Britain on the 27th of 
November. 
 This essay will shed light on the British newspaper articles concerning the 
Trent Affair, especially those of the London Daily News, whose founding 
editor was Charles Dickens.  Known as the author of American Notes (1842), 
Dickens left his editorship less than one month after launching the newspaper 
in 1846, but he occasionally wrote columns for the paper. Among other 
contributors to the paper was Harriet Martineau, known as the author of 
Society in America (1837) and a supporter of abolitionism.  The paper was 
liberal and has been regarded as pro-Union by some historians.  Therefore it 
would be worth examining how the pro-Union paper reported the incident to 
the British in the midst of the outrage.  After all, American abolitionists could 
not understand why British people who had abolished slavery in their 
colonies in the West Indies also seemed to support the Confederate States, as 
Charles F. Adams, Jr. wrote in his retrospective, The Trent Affair (1912).  
